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美幸さま

こんにちは！

お子さんたちの夏休みが始まって、雨の降らない日は自転
車で元気に出歩く姿を見るにつけ、なんだかホッとしてい
ます。
ここ数年のことを思うと、久しぶりにのびのびできる夏休
みかもしれませんよね。

さて、今回は「苦手な物事」についてがテーマです。

苦手なものはたくさんあります！
「ミスなくやりきる」のも苦手だから、この往復書簡のア
ップロード前の確認も、美幸さんに頼り切っていること
を、皆さんもご覧のこの場で白状いたしましょう。

そことは毛色の違う苦手なもの―
私、とても苦手です。ゾンビが。

ゾンビ映画や「バイオハザード」のゲーム実況動画を観る
ことはそんなに苦手ではないのですが、実際のゾンビに追
いかけられてしまいますと、もういい「カモ」状態。

ちょっと待って！
実際のゾンビって、この人何言ってんの！

そりゃそうですよね。
誤解を招く発言をお許しください。
実際のゾンビというのは、たとえばテーマパークにいるよ
うな、薄暮以降パーク内に繰り出してくるようなあの方々
ですとか、お化け屋敷にいらっしゃる方々ですとか・・・

もう、ダメなのです！
要するに「ビビり」な私は、ゾンビやお化けの皆様にぬる
っと出てこられますと、もう「ブリ」がついてしまって、
そのまましばらく追いかけまわされたり、背中からツンツ
ンされたりと、もう大変なこと！

それなのに、パークもお化け屋敷も嫌いではないので行き
ます。矛盾だらけです。
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学生時代から何度かUSJに遊びに行っている友達いわく、
「ゾンビにサービスしてあげとるね」・・・

ちがう！そんなつもりなんかじゃない！
あるゾンビ様なんて、もうひどいのです。

やっとの思いでゾンビ通りから抜け出した、とホッとし
て、私の大好きなシュレックのグッズでも見ようかな、と
お店に入ったときのこと。
これにしよう、とカゴに入れ、お会計に行きまして、カー
ドを出して、レシートを出す手が・・・
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そう、レジの方があの、チェーンソーを持ったゾンビ様
に・・・。

ほかのお客様まで、爆笑です。
もう！急ぎで穴を掘ってでも入りたい気持ち！！

・・・と、お恥ずかしい話をしてしまいましたが、私のビ
ビりエピソードを挙げますと、キリがありません。
帰宅するときに夫や友人に「ワッ」と驚かされるのも日常
茶飯事なのに、やはり慣れません。

わかりやすいビビりの私ですが、「飽きないよね～」とあ
たたかく受け入れてくれる周囲の人たちがあってこそ、生
きていけるのだなあと、ビビるたびに思うものです。

ホラーや怖い話は夏の風物詩とはいいますが、最近美幸さ
んはビックリしたこと、ゾクッとしたこと、ありました
か？ぜひお聞きしてみたいです。

そういえば。

最近、バジルを植えたはずのプランターから、ラディッシ
ュと、まったくバジル感のない未知の植物が生えてきたの
です。もしかして・・・・・・

愛実　

悪友はいつも、9月にUSJに私を誘う
のです。なんてかわいいカボチャ。
もうこれ、ワザとですよね？



愛実さま

こんにちは！
夏の風物詩といいますか、猛暑の訪れを感じるものの中に蝉がおりますが、
今年の合唱は控えめなように感じます。
蝉は雄しか鳴かないと知ったのは、実はごく最近で
蝉の世界も女性進出が増えているのでしょうか？！ 

さて今回は、そんな夏の風物詩にまつわる
「ビックリ・ゾクッとしたこと」でしたね。

私は、あわてんぼうと言いますか、おっちょこちょいと言いますか、
抜けているところが多く、思わずヒヤッとする失敗に繋がるケースが多いです。
特に多いのが勘違い！
一瞬で体温が下がる失敗を何度経験したことか。

しかし、本日はハプニングについてお話ししたいと思います。

その日は曇り空で、傘を持参し歩いておりました。
駅から自宅に向かう道中に３羽のカラスを発見。

はい、私は鳥が大の苦手なのです。（食べるのはOK）
特に頭脳明晰なカラスは怖くて仕方ありません。
１本道で対峙した時は、私が道を譲るほど。

その日のカラス達は電線の上にいたのですが、何やら心がざわつきました。

実は「危機管理能力」が高い私。
何となく嫌な予感がして傘を広げ、早足でとにかくその場を通り過ぎようとしたその時
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ペチャ

傘の上に衝撃を受けました！　 そう、糞をされたのです。 

そりゃあ、かなり嫌な気分でしたが、
それを傘で防いだ私は高揚感もあり、なんとも複雑な気持ちとなりました（笑）
汚れの方は、撥水加工の雨傘のおかげで、流水でスルッと落ち幸いでした。

さて、先ほど触れました「危機管理能力」ですが、
私の場合「逃げ足が速い」ことにも繋がります。

小学校の頃は、ボールをキャッチ出来ないのに逃げ足が速く、 
ドッジボール大会において、最後までコートに残ってしまい後悔が押し寄せる・・・
なんてことがあったり、
食事中、同席している誰かが飲み物をこぼしたら、すぐさま避けられたり・・・

これはある意味才能なのかもしれません（笑）

愛実さんも、そんな“昔から備わっている能力”みたいなものはありますか？
ささやかな能力だからこそ、大人になった今でも持ち合わせているのかもしれません。

色んな能力をお持ちの愛実さんですから、その中からどれをチョイスしてくださるのか、 
今からとっても楽しみです。

まだまだうだるような暑さが続きますから、
熱中症対策をしっかり取られてご自愛くださいませね。

　美幸　　　　　　　　　　　　　　　　
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私を守ってくれたジェントルマンのような
素晴らしい傘。もう手放せません～！　　


